
津門川地下貯留管他整備　完了


年
に
一
度
の
豪
雨
か
ら
市
街
地
を
守
る

ニューマチックケーソン工法で深度ｍの放流立坑築造
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「宮水」に配慮し事前対策立案　５カ月前倒しで工事完了

早期完成へ引き続き尽力
兵庫県阪神南県民センター
西宮土木事務所　　　　　

所長　勝野　真

施工大豊建設・ソネック・田村組ＪＶ

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　６月２７日　（金曜日）

　兵庫県が発注し大豊・ソネック・田村ＪＶが施工
を進めてきた「二級河川東川水系津門川地下貯留管
他整備工事」がこのほど完了した。西宮市の市街地
を豪雨による洪水被害から守る延長約．㎞にわた
る地下河川をニューマチックケーソン工法とシール
ド工法で築造。地下水対策など困難な課題に、高度
な技術力と創意工夫の精神で対応し、地域に安全・
安心を提供するインフラ施設の誕生に貢献した。

強化したシールドマシンのカッター
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ニューマチックケーソン工法で掘削

地下貯留管イメージ図（兵庫県作成資料を加筆）

放流立坑で発進を控えるシールドマシン

■工　事　名：（二）東川水系津門川地下貯留
管他整備工事

■発　注　者：兵庫県阪神南県民センター西宮
土木事務所河川砂防課

■施　工　者：大豊・ソネック・田村特別共同
企業体

■工　　期：年月９日～年４月
日

■工事場所：兵庫県西宮市神祇官町他
■工事内容：地下貯留管工（延長約．㎞、

内径．ｍ）、放流立坑工（高
さｍ、内径ｍ）、流入施設工
（延長．ｍ）

■貯　留　量：３万㎥
■仕上げ内容：内径．ｍ

（セグメント外径）：．ｍ
■延　　　長：ｍ

（セグメント）：リング
■平　面　線　形：曲線４カ所（最小：Ｒｍ）
■縦　断　線　形：（上り）．％
■土　被　り：．ｍ～．ｍ

大豊建設・ソネック
・田村組ＪＶ
三野　章生作業所長放流立坑内部

　西宮市南部の中心市街地を流れる津門川では、これまで
豪雨による浸水を繰り返してきました。流域は高度に開発
され、年、年にも床上浸水等の被害が発生したこ
とから、県では、この被害軽減を図るため、地下貯留管
（貯留量３万㎥）の整備事業を年度より進めてい
ます。
　中心市街地での土地利用には大きな制約があることか
ら、本事業ではニューマチックケーソン工法にて発進立坑
を、シールド工法にて地下貯留管を築造しました。一方、
本地域は古くから酒造りが盛んな地域で、地下を流れる
「宮水」を大切に育んできた歴史があります。安全第一の
もと、酒造りに欠かせない「宮水」の水質・水量に影響を
与えないよう細心の注意を払い施工しました。
　この度、無事に地下貯留管と流入施設、放流立坑が完成
しました。大豊・ソネック・田村特別共同企業体の皆さま
をはじめ、多くの工事関係者のご尽力に深く感謝申し上げ
ます。
　今後は、排水ポンプを始めとする機械、電気設備工事等
を進めてまいります。事業の早期完成を目指し、取り組ん
でまいりますので、引き続きの皆さま方のご理解とご協力
をお願い致します。

放流施設の外観

貯留管坑内
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